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第
七
十
一
条
中
「
第
六
十
五
条
の
最
低
基
準
」
を
「
第
六
十
五
条
第
一
項
の
基
準
」
に
、「
同
条
の
」
を「
同
項
の
」

に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
第
二
項
中
「
次
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
条
件
に
違
反
し
、
又
は
第
七
十
七
条
若
し
く
は
」
を
「
第

七
十
七
条
又
は
」
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条

削
除

第
百
七
条
及
び
第
百
八
条
中
「
講
ず
る
」
を
「
講
ず
る
よ
う
努
め
る
」
に
、「
公
表
す
る
」
を
「
公
表
す
る
よ
う
努

め
る
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
二
十
三
条

削
除

第
百
二
十
四
条
第
二
項
、
第
百
三
十
一
条
第
四
号
及
び
第
五
号
並
び
に
第
百
三
十
二
条
を
削
る
。

第
百
三
十
三
条
中
「
前
二
条
」
を
「
前
条
」
に
、「
各
本
条
」
を
「
同
条
」
に
改
め
、同
条
を
第
百
三
十
二
条
と
し
、

第
百
三
十
四
条
を
第
百
三
十
三
条
と
し
、
第
百
三
十
五
条
を
第
百
三
十
四
条
と
す
る
。

別
表
指
定
都
市
及
び
中
核
市
の
項
中
「
指
定
都
市
及
び
中
核
市
」
を
「
市
」
に
改
め
、
同
表
市
町
村
（
指
定
都
市

及
び
中
核
市
を
除
く
。）の
項
中
「
市
町
村
（
指
定
都
市
及
び
中
核
市
を
除
く
。）」
を
「
町
村
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条

社
会
福
祉
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
市
の
区
域
内
で
行
わ
れ
る
隣
保
事
業
の
特
例
）

第
七
十
三
条

市
の
区
域
内
で
行
わ
れ
る
隣
保
事
業
に
つ
い
て
第
六
十
九
条
、
第
七
十
条
及
び
前
条
の
規
定
を
適
用

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
六
十
九
条
第
一
項
中
「
及
び
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
、
都
道
府
県
及
び
市
」と
、

「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
市
長
」
と
、
同
条
第
二
項
、
第
七
十
条
及
び
前
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と

あ
る
の
は
「
市
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
百
五
条
第
一
項
中
「
第
六
十
九
条
第
一
項
」
の
下
に「（
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場

合
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

第
百
三
十
一
条
第
三
号
中
「
第
三
項
ま
で
」
の
下
に「（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、「
同
条
第
一
項
」
を
「
第
七
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
安
全
な
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
六
条

安
全
な
血
液
製
剤
の
安
定
供
給
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
五
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
公
表
す
る
」
を
「
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も

に
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
」
に
改
め
る
。

（
美
容
師
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
七
条

美
容
師
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
読
替
規
定
）

第
二
十
条

地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令
で
定
め
る
市

又
は
特
別
区
に
あ
つ
て
は
、
前
各
条
の
規
定
（
第
四
条
第
五
項
及
び
第
十
二
条
の
三
第
二
項
を
除
く
。）中
「
都
道

府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
市
長
」
又
は
「
区
長
」
と
、「
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
市
」
又
は
「
特
別
区
」
と

す
る
。

（
水
道
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
八
条

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
布
設
工
事
」
の
下
に「（
当
該
水
道
事
業
者
が
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

当
該
地
方
公
共
団
体
の
条
例
で
定
め
る
水
道
の
布
設
工
事
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
資
格
」
の
下
に

「（
当
該
水
道
事
業
者
が
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
資
格
を
参
酌
し
て
当
該
地
方
公
共
団
体

の
条
例
で
定
め
る
資
格
）」を
加
え
る
。

第
十
九
条
第
三
項
中
「
資
格
」
の
下
に「（
当
該
水
道
事
業
者
が
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該

資
格
を
参
酌
し
て
当
該
地
方
公
共
団
体
の
条
例
で
定
め
る
資
格
）」を
加
え
る
。

第
四
十
六
条
第
二
項
中
「
市
町
村
長
」
を
「
町
村
長
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
の
二
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
保
健
所
を
設
置
す
る
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
保
健
所

を
設
置
す
る
市
の
」
を
削
り
、「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
」
を
「
市
又
は
」
に
改
め
る
。

第
五
十
条
第
四
項
及
び
第
五
十
条
の
二
第
二
項
中
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
」
を
削
る
。

（
知
的
障
害
者
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
九
条

知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
都
道
府
県
」
を
「
市
町
村
」
に
改
め
、「
行
う
こ
と
」
の
下
に「（
次
項
に
お
い
て
「
相

談
援
助
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
都
道
府
県
は
、
障
害
の
特
性
そ
の
他
の
事
情
に
応
じ
た
相
談
援
助
を
委
託
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
市
町
村
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
に
お
け
る
当
該
相

談
援
助
を
、
社
会
的
信
望
が
あ
り
、
か
つ
、
知
的
障
害
者
に
対
す
る
更
生
援
護
に
熱
意
と
識
見
を
持
つ
て
い
る
者

に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
二
条
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
委
託
に
要
す
る
費
用

第
二
十
三
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

第
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
委
託
に
要
す
る
費
用

第
二
十
五
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
第
二
十
二
条
第
二
号
」
を
「
第
二
十
二
条
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三

号
及
び
第
四
号
中
「
第
二
十
二
条
第
三
号
」
を
「
第
二
十
二
条
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
一
号
中
「
第
二
十
二
条
第
二
号
」
を
「
第
二
十
二
条
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
二

十
二
条
第
三
号
」
を
「
第
二
十
二
条
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
薬
事
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
条

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に「（
そ
の
所
在
地
が
地
域
保
健
法（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）

第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市
（
以
下
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
」
と
い
う
。）又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
。
第
七
条
第
三
項
及
び
第
十
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
二
十
一
条
の
見
出
し
を「（
都
道
府
県
知
事
等
の
経
由
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に

「（
薬
局
開
設
者
が
当
該
薬
局
に
お
け
る
設
備
及
び
器
具
を
も
つ
て
医
薬
品
を
製
造
し
、
そ
の
医
薬
品
を
当
該
薬
局

に
お
い
て
販
売
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
薬
局
の
所
在
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る

場
合
に
お
い
て
は
、
市
長
又
は
区
長
。
次
項
、
第
六
十
九
条
第
一
項
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
二
条
第
三
項
及
び
第

七
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
市

（
以
下
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
」
と
い
う
。）」
を
「
保
健
所
を
設
置
す
る
市
」
に
改
め
る
。

第
六
十
九
条
第
二
項
中
「
店
舗
販
売
業
」
を
「
薬
局
又
は
店
舗
販
売
業
」
に
、「
そ
の
店
舗
」
を
「
そ
の
薬
局
又
は

店
舗
」
に
改
め
、「
、
第
八
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
削
り
、「
第
七
十
二
条
の
二
か
ら
」
を
「
第
七
十
二

条
の
二
、
第
七
十
二
条
の
四
か
ら
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
四
項
ま
で
」
を
「
第
五
項
ま
で
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中

「
前
二
項
」
を
「
前
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
薬
局
開
設
者
が
、
第
八
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
七
十
二
条
の
三
に
基
づ

く
命
令
を
遵
守
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
薬
局
開
設
者
に

対
し
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
必
要
な
報
告
を
さ
せ
、
又
は
当
該
職
員
に
、
薬
局
に
立
ち
入

り
、
そ
の
構
造
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
従
業
員
そ
の
他
の
関
係
者
に

質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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